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【序】 銀ナノ粒子凝集体の凝集接点では局在表面プラズモン共鳴（Localized Surface Plasmon 
Resonance : LSPR）によって高強度電場が誘起され，そのナノスケール空間（ホットサイト）の
中に存在する分子のラマン散乱は著しく増強される。この表面増強ラマン散乱（Surface 














【実験と解析】 4 µM チアシアニン（TC）水溶液，1 mM NaCl 水溶液，銀ナノコロイド分散液
を体積比 1:1:2 で混合し，室温で 1 時間静置した。これにより，銀ナノ粒子凝集体の形成とそ
れらに対する TC 分子の吸着を行った。この混合液をスライドグラスにスピンコートし，1 M 
NaCl 水溶液を滴下して銀ナノ粒子凝集体を基板に定着させ，もう 1 枚のスライドグラスで挟ん
でサンプルとした。これにレーザー光（458，514 nm）を照射し，顕微鏡下で単一銀ナノ粒子
凝集体からTC の SERS スペクトル，及び SERS 輝度の時間プロファイルを測定した。さらに，
同一の単一銀ナノ粒子凝集体からLSPR スペクトルを測定した。 







































図1  SERSの明滅現象のon，off-time確率分布 
図2  FDTD法による銀ナノ粒子二量体のギャップ周辺の
電場シミュレー ション 
図3  on-time確率分布の冪指数のプラズモン・ 
励起波長依存性（励起波長: 458 nm） 
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